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⑶ 江川英文 山田鐐一 早田芳郎『国籍法（第三版）』(有斐閣，1997年)，37－38頁。
⑷ 奥田安弘『家族と国籍 補訂版』(有斐閣，2003年)，15－17頁。
⑸ 駒井 洋 近藤 敦『外国人の法的地位と人権擁護』 (明石書店，2002年)，18－19頁。
⑹ 李 洙任，田中 宏『グローバル時代の日本社会と国籍』(明石書店，2007年)，102－104頁。
⑺ ?日韓併合ニ関スル条約」(1910年条約４号)
⑻ 鈴木敬夫『朝鮮植民地統治法の研究』(北海道大学図書刊行会，1989年)，40頁。
⑼ 奥田安弘『国籍法と国際親子法』（有斐閣，2004年），31－41頁。
? 『朝鮮植民地統治法の研究』，40－41頁。
? 昭和22年12月13日，東京地裁判決。
? 昭和24年５月７日，最高裁第２小法廷判決。
? 昭和24年６月４日，東京高裁判決。
? 昭和24年２月24日，東京地裁判決。
? 昭和24年４月６日，東京地裁判決。
? 昭和25年８月８日，東京高裁判決。
? 昭和25年８月30日，東京高裁判決。
? 『国籍法（第三版）』，190－200頁。『グローバル時代の日本社会と国籍』，16－20頁。
? 『国際法（第三版）』139頁。
? 『国籍法と国際親子法』，133－134頁。
? 『国籍法（第三版）』，39－40頁。
? 『家族と国籍』，1－3頁。
? 同上，43－44頁。
? 平成７年１月27日最高裁代二小法廷判決。
? 『国籍法と国際親子法』，138－139頁。2003年10月18日，朝日新聞，「外国人の母持つ無国籍の子に日本国
籍，家裁で認定，両親不明，理由」。日本において日本人男性と外国人女性の間に生まれた子について，父親
が認知せず，母親が行方をくらませてしまった場合など，家庭裁判所に就籍許可審判を申し立てることがで
きる。この審判は就籍届の前提としてなされるに過ぎないから国籍確認訴訟と同じ効力を持つものでなく，
将来的に覆される可能性もある。だが，事実上は審判により認められれば国籍を取得することは叶い，覆さ
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れることは稀であろう。横浜家庭裁判所は，「日本で生活するしか生きて行く道はない」，との理由で就籍を
認めている。
? 国籍確認請求事件（平成11年11月22日最高裁第二小法廷判決）。
? 同判決の多数意見。
? 同判決の梶谷，滝井量裁判官の補足意見。
? 国籍確認請求事件（平成20年６月４日最高裁大法廷判決）。
? 平成20年９月28日，朝日新聞，「二重国籍，ダメですか」。
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